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KEY PLAN

注　記

(4)柱頭部 R4

・仕口加工面の中心線十字ケガキ及び側面にポンチ

・φ216.3仕口外表面は仕口面から30mmの範囲を加工とする。

　加工と鋳放しの境界部はグラインダ仕上げとする。

・特記なき鋳放入隅部はR20、出隅部はR5以下とする
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番号 名   称 材 料

4 SCW480柱頭部 R4

仕上げなし

表面粗さ（μｍ）

100S 50S 25S 12.5S 6.3S 3.2S 1.6S 0.8S 0.4S

平均粗さ

最大粗さ

12.525 6.3 3.2 1.6 0.40.8 0.2 0.1Ra

Rmax
1.鋳鋼品の製作については製作要領書に従うこと。

備 考

特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園野球場改築工事のうち建築工事（第１工区）

1

SC1柱頭部詳細図（４）

S－046



L6

L5

L4

L3
L2

L1 R1
R2

R3

R4

R5

R6

A6

A5

A4
A3

A2

KEY PLAN

注　記

(5)柱頭部 R5

・仕口加工面の中心線十字ケガキ及び側面にポンチ

・φ216.3仕口外表面は仕口面から30mmの範囲を加工とする。

　加工と鋳放しの境界部はグラインダ仕上げとする。

・特記なき鋳放入隅部はR20、出隅部はR5以下とする
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番号 名   称 材 料

5 SCW480柱頭部 R5

仕上げなし

表面粗さ（μｍ）

100S 50S 25S 12.5S 6.3S 3.2S 1.6S 0.8S 0.4S

平均粗さ

最大粗さ

12.525 6.3 3.2 1.6 0.40.8 0.2 0.1Ra

Rmax
1.鋳鋼品の製作については製作要領書に従うこと。

備 考

特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園野球場改築工事のうち建築工事（第１工区）

1

SC1柱頭部詳細図（５）
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KEY PLAN

注　記

(6)柱頭部 R6

・仕口加工面の中心線十字ケガキ及び側面にポンチ

・φ216.3仕口外表面は仕口面から30mmの範囲を加工とする。

　加工と鋳放しの境界部はグラインダ仕上げとする。

・特記なき鋳放入隅部はR20、出隅部はR5以下とする
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番号 名   称 材 料

6 SCW480柱頭部 R6

仕上げなし

表面粗さ（μｍ）

100S 50S 25S 12.5S 6.3S 3.2S 1.6S 0.8S 0.4S

平均粗さ

最大粗さ

12.525 6.3 3.2 1.6 0.40.8 0.2 0.1Ra

Rmax
1.鋳鋼品の製作については製作要領書に従うこと。

備 考

特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園野球場改築工事のうち建築工事（第１工区）

1

SC1柱頭部詳細図（６）

S－048
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KEY PLAN

注　記

(7)先端部 中央

・仕口加工面の中心線十字ケガキ及び側面にポンチ

・φ216.3、φ165.2仕口外表面は仕口面から30mmの範囲を加工とする。

　加工と鋳放しの境界部はグラインダ仕上げとする。

・特記なき鋳放入隅部はR30、出隅部はR5以下とする
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番号 名   称 材 料

7 SCW480

備 考

先端部 中央

仕上げなし

表面粗さ（μｍ）

100S 50S 25S 12.5S 6.3S 3.2S 1.6S 0.8S 0.4S

平均粗さ

最大粗さ

12.525 6.3 3.2 1.6 0.40.8 0.2 0.1Ra

Rmax
1.鋳鋼品の製作については製作要領書に従うこと。

特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園野球場改築工事のうち建築工事（第１工区）

1

屋根先端接合部詳細図（１）

S－049
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注　記

(8)先端部 R1-2

十字ケガキ及び
側面にポンチ

R30

十字ケガキ及び
側面にポンチ 十字ケガキ及び

側面にポンチ

B点 C点

R15

十字ケガキ及び
側面にポンチ

十字ケガキ及び
側面にポンチ

・仕口加工面の中心線十字ケガキ及び側面にポンチ

・φ216.3、φ165.2仕口外表面は仕口面から30mmの範囲を加工とする。

　加工と鋳放しの境界部はグラインダ仕上げとする。

・特記なき鋳放入隅部はR30、出隅部はR5以下とする
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番号 名   称 材 料

8 SCW480先端部 R1-2

仕上げなし

表面粗さ（μｍ）

100S 50S 25S 12.5S 6.3S 3.2S 1.6S 0.8S 0.4S

12.525 6.3 3.2 1.6 0.40.8 0.2 0.1
平均粗さ

最大粗さ

Ra

Rmax
1.鋳鋼品の製作については製作要領書に従うこと。

備 考

特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園野球場改築工事のうち建築工事（第１工区）

1

屋根先端接合部詳細図（２）

S－050
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注　記

(9)先端部 R2-3

十字ケガキ及び
側面にポンチ

R30

十字ケガキ及び
側面にポンチ

十字ケガキ及び
側面にポンチ

B点
C点

R15

十字ケガキ及び
側面にポンチ

十字ケガキ及び
側面にポンチ

・仕口加工面の中心線十字ケガキ及び側面にポンチ

・φ216.3、φ165.2仕口外表面は仕口面から30mmの範囲を加工とする。

　加工と鋳放しの境界部はグラインダ仕上げとする。

・特記なき鋳放入隅部はR30、出隅部はR5以下とする
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番号 名   称 材 料

9 SCW480先端部 R2-3

仕上げなし

表面粗さ（μｍ）

100S 50S 25S 12.5S 6.3S 3.2S 1.6S 0.8S 0.4S

12.525 6.3 3.2 1.6 0.40.8 0.2 0.1
平均粗さ

最大粗さ

Ra

Rmax
1.鋳鋼品の製作については製作要領書に従うこと。

備 考

特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園野球場改築工事のうち建築工事（第１工区）

1

屋根先端接合部詳細図（３）

S－051



L6

L5

L4

L3
L2

L1 R1
R2

R3

R4

R5

R6

A6

A5

A4
A3

A2

KEY PLAN

注　記

(10)先端部 R3-4

十字ケガキ及び
側面にポンチ 十字ケガキ及び

側面にポンチ 十字ケガキ及び
側面にポンチ

B点 C点

R15

十字ケガキ及び
側面にポンチ

十字ケガキ及び
側面にポンチ

R30

・仕口加工面の中心線十字ケガキ及び側面にポンチ

・φ216.3、φ165.2仕口外表面は仕口面から30mmの範囲を加工とする。

　加工と鋳放しの境界部はグラインダ仕上げとする。

・特記なき鋳放入隅部はR30、出隅部はR5以下とする
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番号 名   称 材 料

10 SCW480先端部 R3-4

仕上げなし

表面粗さ（μｍ）

100S 50S 25S 12.5S 6.3S 3.2S 1.6S 0.8S 0.4S

12.525 6.3 3.2 1.6 0.40.8 0.2 0.1
平均粗さ

最大粗さ

Ra

Rmax
1.鋳鋼品の製作については製作要領書に従うこと。

備 考

特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園野球場改築工事のうち建築工事（第１工区）

1

屋根先端接合部詳細図（４）

S－052
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注　記

(11)先端部 R4-5

十字ケガキ及び
側面にポンチ 十字ケガキ及び

側面にポンチ 十字ケガキ及び
側面にポンチ

B点 C点

十字ケガキ及び
側面にポンチ

十字ケガキ及び
側面にポンチ

R30

・仕口加工面の中心線十字ケガキ及び側面にポンチ

・φ216.3、φ165.2仕口外表面は仕口面から30mmの範囲を加工とする。

　加工と鋳放しの境界部はグラインダ仕上げとする。

・特記なき鋳放入隅部はR30、出隅部はR5以下とする
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番号 名   称 材 料

11 SCW480先端部 R4-5

仕上げなし

表面粗さ（μｍ）

100S 50S 25S 12.5S 6.3S 3.2S 1.6S 0.8S 0.4S

12.525 6.3 3.2 1.6 0.40.8 0.2 0.1
平均粗さ

最大粗さ

Ra

Rmax
1.鋳鋼品の製作については製作要領書に従うこと。

備 考

特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園野球場改築工事のうち建築工事（第１工区）

1

屋根先端接合部詳細図（５）

S－053
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注　記

(12)先端部 R5-6

十字ケガキ及び
側面にポンチ

R30

十字ケガキ及び
側面にポンチ

十字ケガキ及び
側面にポンチ

B点

C点

十字ケガキ及び
側面にポンチ

十字ケガキ及び
側面にポンチ

・仕口加工面の中心線十字ケガキ及び側面にポンチ

・φ216.3、φ165.2仕口外表面は仕口面から30mmの範囲を加工とする。

　加工と鋳放しの境界部はグラインダ仕上げとする。

・特記なき鋳放入隅部はR30、出隅部はR5以下とする
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番号 名   称 材 料

12 SCW480先端部 R5-6

仕上げなし

表面粗さ（μｍ）

100S 50S 25S 12.5S 6.3S 3.2S 1.6S 0.8S 0.4S

12.525 6.3 3.2 1.6 0.40.8 0.2 0.1
平均粗さ

最大粗さ

Ra

Rmax
1.鋳鋼品の製作については製作要領書に従うこと。

備 考

特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園野球場改築工事のうち建築工事（第１工区）

1

屋根先端接合部詳細図（６）

S－054
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KEY PLAN

注　記

(13)先端部 R6-7

十字ケガキ及び
側面にポンチ

R30

十字ケガキ及び
側面にポンチ

十字ケガキ及び
側面にポンチ

B点

C点

・仕口加工面の中心線十字ケガキ及び側面にポンチ

・φ216.3、φ165.2仕口外表面は仕口面から30mmの範囲を加工とする。

　加工と鋳放しの境界部はグラインダ仕上げとする。

・特記なき鋳放入隅部はR30、出隅部はR5以下とする
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番号 名   称 材 料

13 SCW480先端部 R6-7

仕上げなし

表面粗さ（μｍ）

100S 50S 25S 12.5S 6.3S 3.2S 1.6S 0.8S 0.4S

12.525 6.3 3.2 1.6 0.40.8 0.2 0.1
平均粗さ

最大粗さ

Ra

Rmax
1.鋳鋼品の製作については製作要領書に従うこと。

備 考

特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園野球場改築工事のうち建築工事（第１工区）

1

屋根先端接合部詳細図（７）

S－055



B

C

B

8°

4
0
0

6
0
0 9
5
0
0

7
5
0
0

3400 9000 5775
4
5
5
0

4
5
0

2
8
8
7

1000

1200

1200

600

750 750

500 500

60
060
0

1
0
0
0

60
0 60
0

12
00

12
00 12
00

12
00

1
2
0
0

1200500 500
400 600

1200

R1L1

A6

A5

A6 A5

A

T
G
1

TG
2

t1

b1
sb1

t2

t1 t1

a1

b2
sb2

t1
t1

SG1

c2

TG2

t1

b1
sb1

t2

t1t1
a1

b2
sb2

t1
t1

SG1

c2

TG1

TG1

TG2

S
C
1

c2

S
G
1

c1

t
1

t
1

t
1

t
1

b
2

a1

b1

t1

v
1

d1 d1

SEC S=1/30A
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印：

印：

印：

材質

特記なき限り

1.

SN400B

SN490C

SN490B

ボルト:S10T(F10T)2.

印は 厚肉鋼管 を示す。

印は 鋳造品接合部 を示す。

3.

4.

(   )内数値は 曲率半径 を示す。5.

鋼管分岐継手 鋼管分岐継手

特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園野球場改築工事のうち建築工事（第１工区）

1

屋根架構詳細図（１）

S－056
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特記なき限り

1.

SN400B

SN490C
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ボルト:S10T(F10T)2.

印は 厚肉鋼管 を示す。

印は 鋳造品接合部 を示す。
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特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園野球場改築工事のうち建築工事（第１工区）

1

屋根架構詳細図（２）

S－057
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SEC S=1/30A
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風除室詳細図 S=1/30
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1
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SCG11

SG11

特記なき限り 1．鋼材材質

部　材 備　考符　号

部材リスト

SB20

印：SS400

  印：SN400B

無

SC11 φ216.3x12.7(STK400)

SG11

SCG11

SB20W

母屋受け材

SCB20W

H-200x100x5.5x8

H-200x200x8x12

H-200x200x8x12

□-100x100x2.3(STKR400)

  印：SN400C

C-100x50x20x2.3(SSC400)

2FL

H-200x200x8x12

H-200x200x8x12

母屋

DPL-19

DPL-19

HV11 L-65x65x6

A

SEC S=1/20C

PL-6 2-M12(中ボルト)

PL-19

Rib.PL-6

L-65x65x6 L=100
HTB 2-M16

L-65x65x6

Rib.PL-6

C-100x50x20x2.3(SSC400)@606
(@1818毎に2C-100x50x20x2.3(SSC400))

打ち増し

B

SEC S=1/20B

a

SEC S=1/20a

C-100x50x20x2.3(SSC400)
@600

□-100x100x2.3
(STKR400)

SG11

SEC S=1/20D

GPL-9 HTB 2-M16

b

SEC S=1/20b

C-100x50x20x2.3(SSC400)@606
(@1818毎に2C-100x50x20x2.3(SSC400))

□-100x100x2.3
(STKR400)

母屋

母屋受け材

母屋受け材

母屋

特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園野球場改築工事のうち建築工事（第１工区）

1

風除室詳細図

S－058
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鉄骨階段２ 詳細図 1/20

グラインダー仕上げ

メンテナンス階段 詳細図

鉄骨材質 無印:SS4001.

特記なき限り

2.

3.

4. 中ボルトは 電気めっき仕上げ とする

鉄骨材質 無印:SS4001.

特記なき限り

2. 外部露出鉄骨は 溶融亜鉛めっきとする

3. 高力ボルトは　溶融亜鉛めっき高力ボルト(F8T) とする

4. 中ボルトは　電気めっき仕上げ とする

鉄骨材質 無印:SS4001.

特記なき限り

2. 外部露出鉄骨は 溶融亜鉛めっきとする

3. 高力ボルトは　溶融亜鉛めっき高力ボルト(F8T) とする

4. 中ボルトは　電気めっき仕上げ とする

外部露出鉄骨は 溶融亜鉛めっきとする

高力ボルトは　溶融亜鉛めっき高力ボルト(F8T) とする

5. A.BOLTは コンクリート躯体内100mmまで 溶融亜鉛めっき とする
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5. A.BOLTは コンクリート躯体内100mmまで 溶融亜鉛めっき とする

5. A.BOLTは コンクリート躯体内100mmまで 溶融亜鉛めっき とする

GPL-12 HTB 2-M16

G5

1-D13

特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園野球場改築工事のうち建築工事（第１工区）

1

階段詳細図
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PL-4.5

平面的斜め梁の柱定着要領 -
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C-100x50x20x2.3(SSC400)
@900

GPL-9 HTB 2-M16

ba

-150x75x6.5x10
A.BOLT 1-M16(SS400) @1000
L=400 フック付きダブルナット締め

無収縮モルタル

L-75x75x6 @1000

bc

天井下地

部材リスト

符 号

ba

部 材

bc L-75x75x6

bb H-148x100x6x9

1-M16 (TB付き)

-150x75x6.5x10 鉄骨材質 無印:SS4001.

特記なき限り
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C-100x50x20x2.3(SSC400)
@900

A6+4000

S6

4-D13

4-D13

1-D13

1-D13

1-D13

1-D13

D10 @200

D10 @150

D13
@150

D10
@150

4-D13

W
1
8

4FL+4000

EVシャフト屋根 配筋詳細 1/30
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ポリスチレンフォーム

車椅子席 配筋詳細 1/30

4FL

あばら筋と

腹筋と同径、同間隔

同径、
同間隔

D10 @150

D13 @150

あばら筋
D16を腹筋間中央に配置

D16

腹筋

打継面

打継面

D10 @200ダブルを主筋間に割り付ける
(主筋が@150以下の場合は不要)

外壁の場合は誘発目地位置とする。

構造スリット部で打継ぐ場合は補強筋不要。

打継ぎ部の処理 要領図 1/30

(１)梁 (２)床スラブ、壁

EVシャフト天井フック 補強要領図 1/30

タテ・ヨコ共 4-D16
(  =1000)フック筋 D22

Ｗ
(吊上げ荷重20kN(2   )以下)ton

S6

※本図の補強方法は、部材スパン中央付近で打継ぐ場合のみ適用する

梁主筋

2-D13

D10@150

D10@150 D10@150

あばら筋２本重ね

梁主筋は原則として(a)に倣い柱をまたいで引き通すものとする。

梁主筋の圧接位置は原則規準図に記載の継手位置に倣うものとする。

(a)

(b)

Laかつ3/4D以上

但し基礎梁主筋に限り、上記の継手位置での施工が困難な場合は、

監理者と協議の上、継手位置を基礎梁端部に変更する事ができる。
その場合継手はＡ級ガス圧接継手とし、仕様は特記仕様書に倣うもの

とする。
引き通すことができない場合は監理者と協議の上、(b)に倣い柱内に

定着することができる。

特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園野球場改築工事のうち建築工事（第１工区）
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雑詳細図
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A.BOLT 4-M16(SS400)
L=400 フック付きダブルナット締め
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BPL詳細図

BPL-16x200x250
A.BOLT 4-M16(SS400)
L=400 フック付きダブルナット締め
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a

C-100x50x20x2.3(SSC400) @606

@1000 ダブルナット締め
※ただし、@1818毎に
　2C-100x50x20x2.3(SSC400) とする。

b
B0

GPL-9 HTB 2-M16

GPL-9 HTB 2-M16

cc

L-65x65x6

GPL-9 HTB 2-M16

cv

1-M1
6 TB

付き
GPL-6 FB-6

SECb

1/30

1/30

※ただし片側締めの場合は
A.BOLT 1-M16(SS400)@1000 L=400
フック付きダブルナット締めとする
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天井下地 KEYPLAN S=1/150

天井下地材のレベルは 意匠図による1.

特記なき限り

2.

3.

印は C-100x50x20x2.3@606 を示す

部材リスト

符 号

ca

部 材 備　考

cc L-65x65x6

cp

cb H-200x200x8x12

cv 1-M16

4.

5.

(TB付き)

印は 梁横からの 吊位置 を示す

印は cc を示す

印は cv (鉛直ブレース) を示す

-200x80x7.5x11

L-75x75x6

破線部材:RC取付き

鉄骨材質 無印:SS4001.

特記なき限り

6.

印は cb を示す

ただし @1818毎に 2C-100x50x20x2.3 とする

,

特　記
徳島県県土整備部営繕課

●工事名

●図面名

●図面番号

●縮尺

徳島県鳴門総合運動公園野球場改築工事のうち建築工事（第１工区）
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軒天井詳細図

S－061

3000,60(A3)
150,30(A1)


